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第 4 章「武器・武装体系と万剣」では，紀元前 1""'紀元後 5 世紀の武装の体系を概観した上で，武装体系中におけ
る万剣の意味を検討する。
まず，韓国東南部においては，鉄製短剣や素環短万が盛行する 1 "' 2 世紀には鉄製の甲胃はなく，同じ条件にあり
かつ発掘資料の豊富な西日本の例を参考にすると，漆塗りの革製甲や木製甲が盛行したと考えられる。韓国東南部で










































して， 25 cm 未満を万子， 25'"'-'50 cm を短万， 50'"'-'70 cm を小万， 70 cm 以上を大万と分類した。既往の研究において
は，統計的処理がなされていないために，分類基準があいまいになりがちであったが，本論文の資料操作は説得力に
富むものといえる。






































その他，本論文中の用語の使用法についていえば， í威信財J (prestige goods) の意味をもう少し慎重に考えてこの
語を使用することが望まれる。たとえば，第 5 章において儀器的威信財から権力的威信財への転換を説くが，儀器的
威信財の概念は理解しにくい。
以上に述べたように改善の必要な箇所があるとはいえ，本論文は武器と武装の変遷を東アジア的視点、から有機的に
解明したものとして積極的に評価すべきであり，博士(文学)の学位を与える条件を備えたものと判定する。
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